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口百
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,

春 弓 ら ら

市役所裏の桜が綺麗に咲きました。春の訪れを感じさせる桜で

す。時々、道行く人たちが足を止めて桜を見学していました。

(3月 31日(水)撮影)
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「市
町
相
含
僻
に
開
す
る
市
長
懇
話
会
」
で
の
主
む
意
見
こ
回
答

２
月
郷
日
０
か
ら
郷
日
０
の
間
、

市
内
９
地
区
で
開
催
し
、

合
計
４
３

９
人
の
笛
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
□
答
を
紹
介
し
ま

す
。ま

た
、

「
広
報
ほ
ま
だ
」
４
月
１

日
暑
と

一
緒
に
配
布
し
た

「
合
併
協

圭史
ム
　
中
間
報
告
書
」
と
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
■
■
■
■
■
，
一
■
■
一
■
■
■
十
■
■
十
■
■
■

自
治
区
制
度
に

つ
い
て

（中
間
報
告
書
Ｐ
４
参
照
）

●
自
治
区
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

事

業
の
効
率
的
な
執
行
が
妨
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

●
設
置
期
間
は
当
面
１０
年
間
と
あ
る

が
、

そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

（回
答
）

▽
合
併
す
る
と
中
心
部
に
吸
収
さ

れ
、

ま
ち
が
さ
び
れ
る
と
い
う
不

安
感
が
あ
り
、

那
賀
郡
か
ら
自
治

区
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。

非
効
率
に
な
る

面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

住

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、

地
域
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ

る
制
度
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
、

自
治
区
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

▽
自
治
区
の
意
義
は
、

自
治
意
識
を

恨
付
か
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
。

設

置
期
間
は
新
市
の
建
設
計
画
期
間

の
１０
年
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

自
治
区
長
に

つ
い
て

（中
間
報
告
書
Ｐ
６
参
照
）

●
助
役
級
の
区
長
を
置
く
必
要
が
あ

る
の
か
。

０
今
ま
で
の
首
長
が
そ
の
ま
ま
区
長

に
な
り
、

旧
態
依
然
と
し
た
行
政

運
営
が
引
き
継
が
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。

自
治
区
長
に
民
間
人
の
登
用

や
公
募
な
ど
、

自
治
区
に
改
革
が

進
む
よ
う
な
選
出
方
法
を
検
討
し

て
欲
し
い
。

（回
答
）

▽
合
併
に
よ
り
新
た
な
風
を
入
れ
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、

地
域
の
こ
と

は
地
域
で
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
、

区
長
ほ
地
域
の
中
か
ら

人
選
し
た
万
が
良
い
と
思
う
。

地

域
の
伝
統
な
ど
を
大
事
に
す
る
た

め
に
も
、

住
ん
で
い
る
人
が
検
討

す
る
の
が

一
番
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

地
域
協
議
会
に
つ
い
て

自
治

会
と
の
関
係
な
ど
）

（中
間
報
告
書
Ｐ
７
参
照
）

０
自
治
会
と
地
域
協
議
会
の
関
係
、

議
会
と
地
域
協
議
会
の
関
係
、

現

行
の
嘱
託
員
制
度
、

連
絡
係
は
ど

う
な
る
の
か
。

（

（回
答
）

▽
自
治
会
は
任
意
団
体
で
あ
る
が
、

地
域
協
議
会
に
は
、

地
域
の
自
治

会
な
ど
か
ら
委
員
を
推
薦
し
て
も

ら
っ
て
、

市
長
が
選
任
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

自
治
会
に
は
、

引

き
続
き
独
立
し
た
組
織
と
し
て
活

動
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
地
域
協
議
会
は
、

議
会
と
は
異
な

り
、

自
治
区
ご
と
に
当
該
区
域
に

係
る
事
項
に
つ
い
て
、

市
長
ま
た

は
自
治
区
長
に
答
申

・
建
議
す
る

こ
と
と
な
る
。

▽
嘱
託
員
制
度
、

連
絡
係
ほ
現
行
の

と
お
り
残
す
予
定
で
あ
る
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
十
■
■
■

合
併

に
よ
る
経
費
削
減

に

つ
い

て

（職
員
数

・
給
与
）

（中
間
報
告
書
Ｐ
８
、

グ
参
照
）

●
合
併
に
よ
り
大
幅
な
経
費
削
減
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、

中
身
は
人

件
費
削
減
の
他
に
何
が
あ
る
の

か
。

●
職
員
数
の
推
移
に
つ
い
て
、

１２
年

間
で
１
６
０
人
程
度
の
削
減
で
は

少
な
い
。

も
っ
と
職
員
数
を
減
ら

し
て
適
正
な
人
員
に
し
て
欲
し

い
。

（回
答
）

▽
経
費
削
減
の
主
な
も
の
は
人
件
費

で
、

そ
の
ほ
か
に
物
件
費
、

補
助

費

な
ど
が
あ
り
、

１０
年
間

で
約

１
５
９
億
円
の
削
減
効
果
を
見
込

ん
で
い
る
。

給
与
体
系
は
、

基
本

的
に
は
首
長
と
職
員
組
合
と
の
交

渉
に
よ
る
が
、

厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、

適
正
な
水
準
に
調
整
し
て

い
く
よ
う
、

合
併
協
議
会
で
方
針

を
検
討
し
て
い
る
。

▽
職
員
数
の
推
移
は
、

セ
年
間
の
定

年
退
職
者
と
そ
の
１
／
３
を
採
用

す
る
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。

民
間

委
託
な
ど
の
行
財
政
改
革
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
際
ほ
も
っ

と
早
＜
減
る
と
考
え
て
い
る
。

■
■
■
＝
■
■
■
■
■
十
■
■
■
■

議
会
議
員
に

つ
い
て

（定
数

・
任

期
な
ど
）
（中
間
報
告
書
Ｐ
８
参
照
）

●
合
併
に
よ
り
議
員
の
人
数
、

報
酬

は
ど
う
な
る
の
か
。

●
議
員
の
任
期
は
、

削
減
効
果
が
見

え
る
よ
う
、

特
例
を
続
け
ず
に
法

定
数
の
３０
人
に
早
く
近
づ
け
て
欲

し
い
。

（回
答
）

▽
合
併
協
議
会
の
小
委
員
会
に
お
い

て
議
論
し
て
い
る
。

▽
現
在
、
５
市
田
村
で
議
員
数
ほ
砲

人
。

在
任
特
例
を
適
用
す
れ
ば
、

全
議
員
が
２
年
以
内
ま
で
在
任
で

き
る
が
、

他
市
の
例
で
は
７
ヶ
月

～
‐３
ケ
月
程
度
が
多
い
。

▽
定
数
特
例
を
適
用
す
れ
ば
、

最
初

の
選
挙
で
最
大
∞
人
ま
で
定
数
を

だ

増
や
せ
る
。

報
酬
と

の
関
係
も
あ

り
、

そ
う
な
る
こ
と
は
な

い
と
思

つヽ
。

■

■

■

■

■

！

■

■

■

■

新
市
名

に

つ
い
て

（中
間
報
告
書
Ｐ
３
参
照
）

●
ほ
と
ん
ど
の
市
民

（応
募
の
約
８

割
）
が

「浜
田
市
」
を
推
薦
し
て

い
る
。

歴
史
と
伝
続
の
あ
る
名
称

で
あ
り
、

何
と
か
残
し
て
も
ら
い

た
い
。

（回
答
）

▽
新
市
名
は

「
浜
日
市
」
に
な
る
よ

う
に
し
た
い
が
、

円
満
に
新
市
び

誕
生
す
る
よ
う
、

合
併
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
か
ら
名
称
を
決
め
る

の
が
よ
い
の
は
な
い
か
と
思

っ
て

い
る
。

▽
数
が
多
い
も
の
に
決
ま
る
も
の
だ

が
、

す
ぐ
に
そ
う
な
ら
な
い
難
し

い
面
が
あ
り
、

町
村
か
ら
信
頼
さ

れ
て
合
併
で
き
る
よ
う
に
慎
重
に

協
議
し
て
い
き
た
い
。

広報はまだ :平成16年 4月 15日暑



産
業
振
興
に

つ
い
て

（中
間
報
告
書
Ｐ
２‐
参
照
）

●
新
市
の
基
幹
産
業
お
よ
び
中
山
間

地
域
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
は

ど
う
な
る
の
か
。

〔回
答
）

▽
基
幹
産
業
に
つ
い
て
、

浜
日
市
ほ

海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

合
併

を
契
機
に
水
産
業
だ
け
で
な
く
、

農
業
、

林
業
も
那
賀
郡
と
連
携
し

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

合
併

の
時
期

（中
間
報
告
書
Ｐ
２
参
照
）

●
合
併
特
例
法
が
１
年
延
長
に
な
る

と
聞
い
た
が
、

浜
田
市
は
１７
年
３

月
ま
で
に
合
併
す
る
の
か
。

（回
答
）

▽
現
在
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
、

平

成
崎
年
１１
月
に
協
定
書
に
調
印
し

て
、

セ
月
に
議
会
の
議
決
を
受
け

る
予
定
。

１７
年
３
月
ま
で
に
県
知

事
へ
の
申
請
を
済
ま
せ
、

１７
年
８

月
以
降
に
合
併
の
予
定
で
あ
る
。

市

民
サ
ー
ビ

ス
と
負
担

に

つ
い

て（中
間
報
告
書
Ｐ
９
～
１８
参
照
）

●
合
併
す
る
と
市
民
の
負
担
や
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

（回
答
）

▽
市
民
全
体
で
、

年
間
約
１
億
円
の

負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
協
議
し
て

い
る
。

決
ま
り
次
第

一
括
し
て
示

ヘ

し
た

い
。

学
校
に

つ
い
て

（中
間
報
告
書
Ｐ
ｌ２
参
照
）

●
小
学
校
を
中
心
に
地
域
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け

学
校
の
統
廃
合
は
や
め
て
ほ
し
い
。

（回
答
）

▽
学
校
の
統
廃
合
は
、

合
併
と
は
切

り
離
し
て
者
え
て
い
る
。

今
の
と

こ
ろ
合
併
に
よ
り
統
合
す
る
こ
と

は
者
え
て
い
な
い
。

駐
車
場
に

つ
い
て

０
合
併
す
れ
ば
市
役
所
に
た
く
さ
ん

人
が
行
く
事
に
な
る
が
、

駐
車
場

は
十
分
に
あ
る
の
か
。

〔回
答
〕

▽
現
在
、

市
役
所
周
辺
の
駐
車

ス

ペ
ー
ス
を
、

無
断
駐
車
の
禁
止
や

公
用
車
の
移
動
、

日
町
倉
庫
跡
の

整
備
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
の
利
用
な
ど
で
８５
台
か
ら

１
３
１
台
ま
で
増
や
し
て
い
る
。

▽
市
役
所
周
辺
を
整
備
す
る

「
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
計
画
」
の
中
で
、

地

下
駐
車
場
を
８
０
０
台
く
ら
い
確

保
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

ヘ

悦

◎

ｔ

◎

―

○ 今                                                                        や

回艦ことわざ

ｏ

ｌ

ｔ

ｏ

◎

―

サ

ｏ

国際交流員  デ イビッド ・ベストー

浜日市の笛さん、こんにちは1 お元気ですか?

最近、
“
ことわざ

″
にちょっと興味を持っています。

意味が深<て 日常生活に役立つ忠告が、短い文で言い

表されているのはおもしいろいと思ったからです。で

すから、ここで、私の母語 (つまり英語)の
“
ことわ

ざ
″

を紹介したいと思います。

は、
“
違いがあっても、似てしヽることもあります

"と

いう者えをよ<示 していますので、異文化を理解する

ために、とても適当な方法の 1つだと思います。

次のような4つの英語の
“
ことわざ

'が
あります。

ほかの言語にも同じような
“
ことわざ

'が
あるでしよう。

“
Even Homer sometimes nods'

詩人ホメロスでも間違いがある

(弘法にも筆の誤り)
“
Out of the frying pan,  into the fire'

フライパンから逃げたのに、火に落ちる

(―難去ってまた一
難)

“
Birds of a feather, fiock together″

同じ羽毛の鳥は相寄る (類 ほ反を8子ぶ)
“
Too many cooks spoil the broth"

料理人が多すぎるとスープができそこなう

(船頭多くして船山に登る)

広報はまだ !平成16年4月 15日暑



人 事 異 動
市は 、4月 1日 付けで人事異動を行いました。係長級以上の異動および新規採用な らびに

退職者をお矢0らせします。

【部長級】                             【 係長級】
新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

総務部長 岡 日  昭  二 総務部次長

福祉環境部長 佐 藤 正 蔵 管財課長

議会事務局長 天 野    孝 総務課長併任選挙管理委

員会書記長

教育部長 桑 日    巌 文化振興課長

消防部長 倉 本   香 (浜日地区広域行政組合)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

地域政策課国際化推進係

長

単 光 秀 基 教育総務課学事保健係長

農林農林土木係長 吉 サ 直  載 建設整備課維持係長

建設整僑課維持係長 岸 本   隆 農林課農林土木係長

地籍管理課管理係長 吉 日  昭  男 下水道課業務係長

建築住宅課指導係長 佐々本   15 建築住宅課指導係主軒

下水道課業務係長 下 垣 博 史 地籍管理課管理係長

子育て支援課保育係長 松 山 レ イ子 浜田市立松風園事務長

環境課環境保全係長 1 神  昌  暢 地域政策課国際化推進係

長

議会事務局議事係長 日 中 政 行 生涯学習課生涯学習係長

教育総務課庶務係長 小 川  克  巳 人事課人事係長

教育総務課学事保健係長 坂 日    歩 豊かな海づ<り 大会推進

室豊かな海づ<り 大会推

進係長

生涯学習課生涯学習lyF長 河 上 や すえ 市民課総合窓□係長

浜日市立る見幼稚園教頭 ヨ 日  典  子 浜日市立周布幼稚園教頭

浜日市立周布幼稚園教頭 幻ヽ )||静 江 浜日市立る見幼稚園主任

教諭

水道部水源係長 日 高   均 水道部漏水防止係主幹水

首ヽナ↓自而

【新規採用】
氏   名 以 前 の 職 名 な ど

宮 本 葉 子

新 谷   翼

退職 周31日付け

氏   名 以 前 の 職 名 な ど

小 川  明 夫 総務部長

小松原 尚  宏 福祉環境部長

沖 野  邦  男 議会事務局長

火日 岡 正 軌 教育部長

山 本 晋 也 消防部長

山 本 節 子 長浜保育園保育係長

大 谷 慶 子 る見幼稚園教頭

学校給食センター専門員

河 上 ―
男 水道部水源係長

日 邊 武 司 総務課防楽交通係専門員

渡 邊 喜 代子 松風園到I長

牛 尾 敏 江 松風園主幹給食調理員

土 屋 雪 江 学校給食センター給食調

理員

池 日  木□ 子 市民課主事

【次長級】
新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

総務部次長 声 谷 英 夫 福祉環境部次長

経済部次長 湯屋□ 初  賞 商工観光課長

福祉環境部次長 福 原 稔 之 健康長寿課長

【課長級】

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

総合調整室長 日 野 正 幸 地籍管理課長

総務課長併任選挙管理委

員会書記長

近 重 哲 夫 情報管理課長

市町村合併推進室長 光 野 良 三 総合調整室政策推進係長

管財課長 土 井 敏 蔓 建築住宅課指導係長

税務課長 平 野 一 茂 地域政策課専門員 (浜日

地区広域行政組合派遣)

情報管理課長 勝 日 秀 華 豊かな海づくり大会推進

室長

商工観光課長 右 本 一 夫 総合調整室長

tt鴎管理課長 大 前  昭  司 環境課環境保全係長

健康長寿課長 長 野  昭  三 税務課長

文化振興課長 高 松 政 美 監査委員事務局長併任公

平委員会事務職員

監査委員事務局長併任公

平委員会事務職員

能 美   稔 浜日市立松風園長

警防課長 金 日 致 博 (浜日地区広域行政組合)

【係長級】
新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

総合調整室政策推進係長 工 本  弘 議会事務局議事係長

総務課防炎交通係専門員 吾 郷  弘  章 (島根県警察)

市町村合併推進室市町村

合併推進係長

有 福    修 子育て支援課保育係辰

人事課人事係長 湯 浅    澤 人事課給与係長

人事課給与係長 渡 退 敏 明 教育総務課庶務係長

市民課総合窓□係長 村 瀧  美 津恵 議会事務局庶務係主任主

事

地域政策課地域振興係専

門員 (浜日地区広域行政

綿合派遣)

退   勝  朗 環境課清掃対策係主任主

事

涙田地区広域行政組含
【課長級】
(事務局)

【部長級】
(消防本部)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

消防長 倉 本   香 浜日消防署長

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

総務課長 猪木迫   孝 総務課総務係長

(教育委員会)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

事務局長 桑 日    蔵 (浜日市職員併任)

(消防本部)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

予防課長 本 多    勇 警防課長

警防課長 金 日 致 博 警防課通信機械係長

浜日消防署長 杉 浦 裕 正 予防課長

広報はまだ :平成16年 4月 15日暑



新 役 職 名 氏   名 以前 の職 名 な ど

総務課総務係長 退   勝  朗 (浜日市職員派遣)

総務課企画係長 火日 中 秀 幸 (江津市職員派遣)

業務課浜日清掃第一処理

場業務係長

志 波  本□ 俊 業務課浜日清掃第三処理

場業務係長

業務課浜日清掃第三処理

場業務係長

山 出き 択  野 業務課浜日清掃第一処理

場業務係長

【係長級】
(事務局)

【新規採用】
(消防本部)

氏   名 以 前 の 職 名 な ど

三 明 白 敬

【退職】(平成↑6年3月31日付け)
(消防本部)

氏    名 以 前 の 職 名 な ど

山 本 普 也 消防長

【解除】(平成16年3月31日付け)
(事務局)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

(浜日市へ) 平 野 ― 茂 総務課長

髄 津市へ) 豊 日 寿 人 総務課企画係長

(教育委員会)

氏    名 以 前 の 職 名 な ど

火日岡 正 弘 事務局長

本部)

新 役 職 名 氏   名 以 前 の 職 名 な ど

予防課予防係長 森 脇 莫 治 浜日消防署第二係長

警防課救急救助係長(兼)

浜日消防署救急係長

周 上  B言 夫 浜日消防署弥栄分遣所長

警防課通信機械係長 梢 江   勉 浜日消防署第一係長

浜日消防署第一係長 脇 元 英 毒 る防課救急救助係長(兼)

浜日消防署救急係長

浜日消防署第二係長 大 騨  興  次 浜日消防署桜ヶ丘分遣所長

浜日消防署桜ヶ丘分遣所長 日 中    清 浜日〉肖防署消防司令補

浜日消防署弥栄分遣所長 佐々木 浩  次 予防課予防係長

浜日消防署消防司令補 日 原 英 治 浜日消防署消防主幹

浜日消防署消防司令補 本 日 教 司 総務課付消防主任 島 根

県派遣

鶴
ヨ
Ｈ
ｒ

ｄ
■
ド
″

ロロ

■口 推[
７
サ

ー 脳|断
■
■
封

主
可 画鯛 田 田 明

朧獣一い
‐〓！！！！！！！一肘町語意上

1浜1田|三1隅遺隠■L■約■4.lk向
浜起
田点
市

覺 盲地高架橋

暁申
1稀馬―

臼砂高架橋

|       ゥと二 西林コC

(仮称)

1中道障道橋

1塾日時道橋

熱日高架橋
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岳受けてみませんか:
４
ヽ
↑
Ｉ
ギ
ヽ
キ
ｗす
小
・快

）
，
有
火
「，や
ゥイ
ン
↑

ダ 市国民健康保険では、種種肇稲罰亀席う督・稲達あな

告
ξ雪ど暑禄:母彗謗岩暑蟷雪ゴ櫓舎暑掃暑岳暑]]暑せ

メに変わります。

暑
実
蟹唇唇畔昌根瞥啓斎鷲啓稔宅巧弓堀

国立浜日病院)」
済脳ドックを受ける条件

]①E請
日現在、浜日市国民1建康保険の被保険者であるこ

才②保険料の未納がないこと

(表)

□   T697-8501

浜田市殿日]1番地

浜日市役所

福祉総務課

「脳 ドックJ係

① 受 診希望者の住所

② 受 診希望者の氏名

③ 受 診希望者の生年月日

④ 連絡先電話番暑

☆
1去

☆
牧

☆,
{
携

ヽ
怯

■
ヽ
牧
th
ヽ

■

R
先

〈

告
8景
骨得:暑

坂型増上岳呈ナ宕魯霧際高注墾逢ふ矢って む
景暑暑骨笛匿惑言雪戻と公F暮言と轡景β

ります。21

を昌ログ呂暑                     8景:全含景骨旨貸皆骨香骨キ]宮言骨]旨ま轡プ皆唇i才  宮 製ハガ手に受診希望者の①住所、②氏名、③生年

骨※昌咋彗骨暑暑暑宕]晶ど暑倍]号]と岳暑暑皆岳帝「 ◎兌F手
に記載された人以外が受診することはできませ1

申請締切日 4月 28固体)(当 日消印有効)      や

督 富
言Fせ

ん。必ずハガキで郵便ポス トヘ投函してくだ 結

晶窪寓楢皇ほ 5督 ザ言孟さ 誓暑澪

を行います。

 i

ミあて先 〒 697-8501 浜 日市殿町1番地        問 い合わせ先 福 祉総務課保険係          ,

章 浜 日市役所 福 祉総務課 「脳 ドック」係        (1階 ⑤番窓□ a内 線157、158)        と

幸栄キ本 拭 ふヽ=そぷ■イ洋寺竹串す持モ半ヽ =キ本■七業ヽ|キ本 =北■式七求ヽ■堵米持者業や車“業や比去や協業ヽ キ業ヽ 七!も宝やヽ rキ=ふ■オ1+や,f持寺j/キヤiキ押=た々=やウ子傘

学
生
の
皆
さ
ん

ヘ

４
月
は

「学
生
納
付
特
例
」

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

「学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

在

学
期
間
中
の
国
民
年
金
の
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

刻
歳
以
上
の
大
学

・
短
期
大
学

・

大
学
院

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学

校
に
通
っ
て
い
る
学
生
で
あ
っ
て
、

学
生
不
人
の
所
得
が
∝
万
円
以
下
で

あ
る
と
き
、

申
請
し
承
認
さ
れ
れ

ば
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、

卒
業
後

に
後
払
い
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
　
住
民
票
び
登
録
し
て
あ

る
市
役
所
、

区
役
所
、

昭
村
役
場

の
国
民
年
金
担
当
窓
□
に
在
学
証

明
書
等
学
生
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
　
こ
の
制
度
は
毎
年
手
続
き
が
必

要
で
す
。

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
制
度
の
適

用
を
受
け
た
い
人
は
、
５
月
末
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

今
年
四
歳
を
迎
え
る
人
は
誕
生
月
の

翌
月
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

一
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付

舟
限
は
蟄
舟
末
＝
４
テ
ず
！
！

３
月
分
の
保
険
料
は
４
月
３０

８
０
ま
で
に
納
め
ま
し
よ
う
。

むロプぎ語ぬラ隷げだ
【八ガキ記入例】

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
田
社
会
保
険
事

務
所

（ａ
②
０
６
７
２
）

平
成
１６
年
度
か
ら
公
共
工
事
の

工
事
代
金
に
か
か
る
中
間
前
金

払
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

公
共
工
事
の
工
事
代
金
の
支
払
万

法
に
新
し
く
中
間
前
金
払
制
度
が
加

わ
り
ま
し
た
。

前
金
払

（４
割
以
内
）
に
追
加
し

て
請
負
額
の
２
割
以
内
で
中
間
前
金

払

の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま

す
。

従
来
の
部
分
払
と
比
べ
、

手
続

き
が
簡
素
化
、

迅
速
化
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事
　
請
負
額
が
５
０

０
万
円
以
上
の
工
事
の
う
ち
、

発

注
者
が
指
定
す
る
も
の

中
間
前
金
払
の
要
件

・
工
期
の
２
分
の
１
を
経
過
し
、

か

つ
、

出
来
高
が
２
分
の
１
以
上
で

あ
る
こ
と

・
工
事
に
要
す
る
経
費
が
請
負
金
額

の
２
分
の
１
以
上
の
額
に
相
当
す

る
こ
と

※
　
詳
網
ほ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
企
画
課
庶
務

係

（
な
内
線
４
１
７

・
４
１
４
）

ま
た
は
当
該
工
事
担
当
課

ざ
二

轟
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「共
創
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
民
の
曽
さ
ん
ど
主
体
的
に
実
施

さ
れ
る
次
の
事
業
に
対
し
て
助
威
し

ま
す
。

０
社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

の
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

０
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

補
助
対
象
要
件
　
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
ま
た
は
所
在
す
る
団
体
が
行

う
も
の
で
、

次
に
掲
げ
る
各
暑
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
。

た

だ
し
、

政
治
団
体
お
よ
び
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業
ほ
除
き
ま
す
。

０
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
市
民

が
主
体
的
に
参
画
す
る
事
業
で
あ

る
こ
と

の
事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果
が
大

日/1kの男女共同参画の取り組みは、国

連を始めとする国際社会の動向と連動す

る形で進められてきました。

男安共同参画推進において国際的協調

を図るには、国レベルでの取り組みだけ

でなく、地域での交流活動も大切です。

市内に在住する外国人も年 々増加する

中、国籍 ・宗教 ・文化 ・1面イ直観な どほ

違っても、一
人

一
人の個性が尊重される

住みよい社会をつくることは、男女共同

参画社会実現に向けての第
一歩です。

様々な文化に角虫れながら、多様性を調め

合う意識づくりを推進していきましょう。

問い合わせ先 地 域政策課男女共同参画

係 (な内線344)

き
い
こ
と

助
成
の
範
囲
　
助
成
の
金
額
は
、

事

業
に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１
以

内
と
し
、

１０
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。

（た
だ

し
、

Ｎ
Ｐ
①
法
人

の

設
立
に
関
す
る
事
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
取
得
し
た
社
会
貢
献
活
動

を
行
う
団
体
が
実
施
す
る
対
象
事

業
に
つ
い
て
は
３０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

）

※
ｌ
　
Ｎ
Ｐ
③
法
人
の
設
立
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、

設
立
準
備

の
開
始
か
ら
３
カ
年
度
を
助
威
期

間
と
し
ま
す
。

※
２
　
団
体
な
ど
の
経
常
的
な
事
業

や
継
続
的
に
行

っ
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

申
込
期
限
日
　
６
月
３０
日
側

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（奮
内

線
３
４
２
）

犬
の
登
録
こ
狂
末
腐
予
硫
桂
射

飼
い
犬
は
、

犬
の
生
涯
１
回
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
必
ず

一受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（た
だ
し
、

生
後
９‐

日
以
上
の
犬
）

市
で
は
、

各
地
域
へ
出
か
け
、

登

録
の
受
付
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の

１
　
注
射
料
　
２
、

９
５
０
円

２
　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
票

（ハ
ガ
手
）

８
　
新
規
登
録
の
場
合
は
、

登
録
料

３
、

０
０
０
円
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
　
当
日
は
、

犬
の
フ
ン
で
会
場

を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

袋

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

会
場
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、

動
物
病
院

・
獣
医
科

病
院
で
注
射
を
一受
け
て
＜
だ
さ
い

（登
録
も
で
き
ま
す
）
た
だ
し
、

手
数
料
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

犬
の
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
宗
は
犬
の
首
輪
に
つ
け
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

飼

い
犬
の
死
亡
、

行
方
不
明
、

犬
の

所
在
地
変
更
、

飼
い
主
変
更
な
ど

は
す
み
や
か
に
市
役
所
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
環
境
保
全
係

（奮
内
線
２
５
６
）

平成16年度 犬 の登録と狂犬病予防集合注射日程表

判[ 場  所 時  間

５
月
１０
日
幅
午
前

相生町国土交通省付近 9R寺35分～9‖寺10傷

社家地神社付近 9時 15分～ 9時 20の

98千25分～9日奇30句

9陪 35分 ～ 9]寺45劣

長見町 2集 会所前 100寺  ～ 10時 5分

10時10分～10備15分

甲B T  l隼余 所 前 10]寺204介～10備25,

十文字原 バス停 10時30分～10時35分

三階町 4内 岡集会所 10時40分 ～10時45月

石 甲公 民館 柵容 分 餌 10F寺50誌‐-10‖寺55タ

５
月
１０
日
旧
午
後

後野町 8町 内公民館 1時 20分～ 一生

倦野小学校前 1時 35分～ 一ケ

1]寺50分 ]寺55ケ

両間ロバス停付近 20寺  ～ 20寺 5在

」A佐 野 豆所 付 古 2備 10分 ～ 28寺25タ

下作 望ヽ  Il同 霊 情析 倉 匿 前 2障 30分～2肺 35ケ

宇津丼公民館付近 20寺40-JA～ 23寺45ダ

遠藤俊長様宅前 2時 50分～ 2時 55友

５

円

「

日

快

午

前

天満パーキツグ前 9障 35ケト～9障 10ケ

清ホ町 IP原拒作業場横消始ポンデ車停11近 9時 15分～ 98寺30ダ

書川時橋下駐車場付近 9時 35分～ 9時 50タ

考柄 岬善 公 園 9障 55分～10障5ケ

元浜町 か もめ公園 10日寺10分 -10日 寺30f

５
月
「
日
快
午
後

巷町 百 草園コーポ江村付近 1時 30分 ～ 1時 35ダ

一Ｐ 烏8T 高 森算船様午前付市 1 0寺4 0分 ～ 1障 4 5ダ

外 ノ浦8」 金比羅自前 1時 55分 ～ 2時 5ダ

眠原垂陣 局前 2時 10分～ 寺20分

雨 居晏令 所 サ|‖訓 2障 2 5分 ～ 40ケ

場  所 時   間

５
月
６
国
内
午
前

偏井lr標隼余所 (9号 緑,ハt )ヽ 9R寺10ヽ‐‐98寺204

母八県酷 霞イキ完 前 9障 2 5 4介～ 9 ]寺3 0ゲ

兵田商 業高 順 八 り□付 i斤 98寺35分～9]寺50ゲ

軸日町 5隻 余 所 前 9障 55分～10]寺5ゲ

卜内 田 / ヌヽ停 1寸油 10陪10そ介～10]寺20ゲ

括イ犬□ ) ヌヽ1亭イ寸市 10]寺254介～103寺30ゲ

５
円
６
国
内
午
後

年谷 バ ヌ停付 汁 1]寺304介～ 1障 40ゲ

業 1公 民館 内分 餌 前 1 ]寺5 0分 ～ 2障 5ゲ

傑 岡原 公 電舘 前 2丹寺20分～2R寺25ゲ

下禍 石 バ コ停 前 2脩 35分～2『寺40ゲ

2障 45分 ～ 2‖寺50ゲ

総 〕引l l t 区晴 6 ) や ヽァ勺 ― 3‖寺  ～ 3‖寺10ゲ

妻 l i軍孫告1系 3R寺15分～3R寺25ゲ

５
月
７
日
住
午
前

9]寺  ～ 0↑寺15分

9↑キ20分～9R寺35分

9‖寺404冷～9‖寺50偶

OR寺5傷

ルブガーデッ神存八ll回 10‖寺15分 OR寺256

馬沢断イ T□ ―ハット肝亘塀 10R寺30分 OR寺40偶

10R寺45分 0備 55分

５
月
了
日
佳
午
後

汚井 断め が ねの こ城 肝 亜 lR寺15分 ‖寺25分

黒 川町 ド う ド う公 園 lR寺30分 陪 40分

1↑寺45分 障 50分

石 甲公 民館 1 障 5 5 分～ 2 席 1 5 分

2 障 2 0 分～ 2 障 2 5 ∩

2 障 3 0 分～ 2 時 4 5 ∩

2日寺50夕 ⌒ヽソ3R寺 5例

野原 町 1公 民館 下 橘キ重 揚 3日寺10ケ ‐ヽ 3R寺 20分

野原 研 2公 民徹 前 3同寺25分 ‐ 3R寺 30分

判[ 場  所 時   間

４
月

２７

日

叫

午

前

荒相 岡 本勝美様宅前 98寺  ～ 98寺10分

」A久 代支所前 9時 15分～ 9時 35分

国分尼寺跡前 9時 40分～ 9時 50ダ

国府連絡係 100寺  ～ 108寺25ダ

下府公民館前 10時30分 ～ 10時50ダ

４
月

２７

日

側

午
後

上府町市尻酒店付近 1]寺15ちδ～ lB寺30え

上府消防車庫前 1時 35分 ～ 1時 55分

」A宇 野支所付近 2時 05分～ 2時 20分

姉金干代延様宅付近 2時 25分～ 2時 35分

有福連絡lf 2時 40分 ～ 38寺

４
用
郷
日
は
午
前

大谷上公民館大元神社付近 98寺10分～ 9時 15分

言□llス停付近 9時 25分～ 9時 30分

荒磯バス停イ寸近 9時 35分～ 9時 40ダ

大麻連絡係 9時 45分 ～ 9時 55分

力石バス停付近 10時 5分 ～ 10時 10分

同布連絡係 10時20分～ 10時45分

周布 1町 内公民館 100寺50分 ～118寺

４
月
郷
日
「
午
後

苫地集会所前 1時 30分～ 1時 40分

門日公民館 1時 45分 ～ 1時 55分

漁協津摩支所前 2時 25分～ 2時 10分

日lll児重公園(大久保団地内) 2時 15分～ 2時 25分

日】云‖児童館付近 2時 30分～ 28寺50分

長浜商港バス停付近 2時 55分～ 3時 10分

長浜連絡lt 3時 15分～ 3時 30分

広報ほまだ :平成16年 4月 15日暑



一軽
難
覇
馨
翠
隣
瀞
寺

島根県立大学

ホームベージ:http://ww‐unshimane,acttp

こ
の
度
２
年
間
総
合
政
策
学
部

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。平

成
セ
年
４
月
の
県
立
大
学
開

学
と
同
時
に
総
合
政
策
学
部
が
設

置
さ
れ
、

毎
年
１
学
年
ず
つ
学
年

が
増
え
平
成
１５
年
度
で
４
学
年
び

獅
い
学
部
が
完
成
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
進
路
も
ほ
と
ん
ど
の

学
生
が
決
定
し
、

就
職
希
望
者
の

約
９
割
が
就
職
先
を
決
め
、

そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。

大
学
院
進
学
も
順
調
で
、

本

学
の
大
学
院
を
は
じ
め
、

筑
波
大

学
、

法
政
大
学
、

神
戸
大
学
、

大
阪

市
立
大
学
、

広
島
大
学
な
ど
の
大
学

院
へ
進
学
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
技
能

を
勇
に
つ
け
よ
う
と
専
門
学
校
な
ど

に
進
ん
だ
学
生
も
い
ま
す
。

入
学
試
験
の
状
況
も
き
わ
め
て
順

調
で
、

例
え
ば
平
成
褐
年
度
入
学
試

験
の
場
合
、

学
部
入
学
定
長
２
０
０

人
に
対
し
て
約
５
・
５
倍
の
応
募
者

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
は
５

期
生
と
な
る
２
８
０
余
人
の
新
入
生

を
迎
え
、

教
職
員

・
在
学
生

一
同
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
ま

で
の
と
こ
ろ
、

入
学
者
の
約
半
数
の

出
身
地
は
、

広
く
県
外
に
散
ら
ば

っ

て
お
り
全
国
版
の
大
学
に
な
っ
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

大
学
間
競
争
が
厳
し
い
折
柄
、

身

の
引
き
締
る
思
い
が
し
ま
す
が
、

こ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

諸
々
工

夫
し
て
能
力
の
あ
る
若
者
を
大
学
に

迎
え
入
れ
、

こ
れ
を
き
ち
ん
と
教
育

し
て
送
り
出
す
こ
と
こ
そ
私
共
の
貢

務
だ
と
者
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

島
根
県
、

浜
日
市
の
存
在
意
義
を
、

知
的
レ
ベ
ル
で
力
強
く
伝
え
て
ゆ
＜

た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
も
重
要
な

貢
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
彗
さ
ん
の
協
力

・
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
養
科
目
を
中
心
と
す
る

「
公
開

講
座
」
よ
り
、

少
し
系
統
的
で
専
門

的
な
講
義
を
、

少
数
教
育
の
大
学
院

の
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
開
催
し
ま

す
。

将
来
大
学
院
で
勉
強
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
る
社
会
人
の
皆
さ
ん

５
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

①
期
間

前
期５

月
笏
日
側
～
６
月
郷
日
側

後
期９

月
７
日
側
～
１０
月
セ
日
側

前
期
後
期
と
も
毎
週
１
回
計
６
回

○
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

①
テ
ー
マ

前
期

“
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化

戦
略

後
期

”
中
国

（経
済
）

○
講
義
内
容

・
講
師

前
期

第
１
回

「地
域
に
生
か
す
文
化
遺

産
」
豊
固
有
恒
教
授

第
２
回

「観
光
に
生
か
す
先
人
の
業

績
」
豊
日
有
恒
教
授

第
３
回

「観
光
振
興
の
方
向
性
」
林

秀
司
助
教
授

第
４
回

「牙
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

リ
ズ
ム
」
林
秀
司
助
教
授

第
５
回

「歴
史
的
文
化
財
、

芸
術
文

化
と
地
域
振
興
」
大
橋
敏
博
教
授

宙雰

ヌ昌
第
６
回

「中
山
間
地
域
の
地
域
資
源

の
活
用
策
」
吉
塚
徹
教
授

後
期

第
１
回

「中
国
経
済
の
現
状
と
今
後

の
見
通
し
」
小
島
朋
之
慶
應
義
塾

大
学
総
合
政
策
学
部
長（ほ

か
５
回
）

場
所
　
百
央
文
化
ホ
ー
ル
３
階
　
３

０
２
会
議
室

（５
月
笏
日
側
は
、

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室
）

締
切
日
　
●
前
期

”
５
月
１２
日
側

●
後
期

い
８
月
１３
日
０

募
集
定
員
　
箕□
２０
人

受
講
料
　
各
１
２
、
０
０
０
円

申
込
先
　
大
学
事
務
局
総
合
企
画
ス

タ
ッ
フ

（奮
②
２
２
０
１
）

ア
カ
デ
ミ
ツ
ク

・
サ
コ
ン

毎
月
１
回
大
学
教
員
と
ゲ

ス
ト

で
き
ま
す

△平成15年度前期第1回の講座の様子 (平成15年5月7日)

が
、

日
ご

の

一
端
在

発
表
す
る

ま
す
。

発

ど
自
由
な

け
て
お
り

も
、

気
軽

い
。

新
年

職
員
の
紹

日
時
　
４

午
後
５

発
表
　
井

場
所
　
北

ン
タ
ー

ビ

ュ
ー

フぢ雰造
3ヌ星省馬堕事纂秀苫昌品7督衰送ぢ暑省園蜃うβ嘉翻土督壱留爺曳涼縁野虐男

レ茅毀8寺(ヌ)まぼ?□市懇ほをあCレ ァ 教
ス 地 授 」Rヒ 罠製R競 杯そ[嘉そ局誌1種`0京

傍碁き塚善ゼ事巨
教 さ ん 設 ほ い く と

棟 ;

へ雰
5

奎小凍本ト
本 欺 Q

豊螢差鍮
術」

笠ducOuddddduoこ こddddduOCudduoocudddじ ouddduoこ こここoこ du‐ ひむoo0

様子 (平成13年10月24日)

広報ほまだ :平 成 16年 4月 15日暑



「浜
田
都
市
計
画
臨
港

地
区
変
更
」
な
ど
の

都
市
計
画
説
明
会

県
で
は
、

重
要
港
湾
浜
日
港
に
つ

い
て
、

臨
港
地
区
の
都
市
計
画
変
更

手
続
き
を
開
始
し
、

市
で
は
、

臨
港

地
区
の
変
更
に
併
せ
て
、

用
途
地
域

の
都
市
計
画
変
更
手
続
き
を
開
始
し

ま
す
。

そ
こ
で
、

次
の
と
お
り
都
市
計
画

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

説
明
会
の
際
に
ご
意
見
を

公
述
し
て
も
ら
う
公
述
人
の
受
け
付

け
も
行
な
い
ま
す
。

な
お
、

都
市
計
画
原
案
に
つ
い
て

は
、

事
前
に
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
鉛
日
側

盤豊 ||フ1車杭

午
後
６
時
３０
分
～

場
所
　
マ
リ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー

（長

浜
公
民
館
）

意
見
公
述
受
け
付
け

。
原
案
縦
覧
期

間
　
５
月
１０
日
側
～
２‐
国
０

公
述
申
込
先

・
縦
覧
場
所

・
問
い
合

わ
せ
先

県
都
市
計
画
課

（査
０
８
５
２
②

５
２
１
１
）
、

市
建
設
企
画
課
都

市
計
画
係

（奮
内
線
４
１
３
）

【臨
港
地
区
と
は
】

港
造
を
管
理
運
営

す
る
上
で
必
要
な
施
設
が
立
地
す

る
地
域
お
よ
び
将
来
こ
れ
ら
の
施

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

臨
港
地
区
内
に
お
い
て
建
築
な

ど
を
行
な
う
場
合
は
、

届
出
お
よ

び
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

紙
オ
ム
ツ
な
ど
を

支
給
し
ま
す

次
の
条
件
を
す
べ
て
滴
た
し
て
い

る
人
の
介
護
者
に
対
し
て
紙
牙
ム
ツ

や
尿
と
リ
パ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
市
民
税
非
課

税
世
帯

・
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受

け
た
在
宅
療
養
者

方
法
　
１
年
間
に
４
万
円
分
を
限
度

に
紙
牙
ム
ツ
な
ど
宅
配
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
各
地
区
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

（熟
日
ａ
②

７
３

３
３
、

野
原
ａ
②
３
９
０
０
、

美

川
奮
②

５
０
０
５
、

緑
ヶ
丘
奮
②

８
６
８
６
、

夕
陽
ヶ
丘
谷
②
８
２

６
０
）
ま
た
は
健
康
長
寿
課
高
齢

者
福
祉
係

（な
内
線
１
５
３
）

コ
イ
ヘ
ル
ベ
ス

ウ
イ
ル
ス
病

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

（Ｋ
日

Ｖ
）
病
は
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

県
で
は
病
気
の
発
生
と
ま
ん
延
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
で

の
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

次
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
川
や
池
な
ど
に
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
放

流
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
死
ん
だ
り
弱

っ
た
り
し
た
コ
イ
を

川
や
池
な
ど
に
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

①
釣
り
な
ど
で
捕
獲
し
た
コ
イ
を
別

の
水
域
に
放
流
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

①
入
手
経
路
が
不
明
な

コ
イ
を
、

一譲
っ
た
り
、

も
ら
っ
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

①
異
常
ゴ
イ
を
見
つ
け
た
ら
、

移
動

せ
ず
に
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
県
浜
日
水
産
事
務

所

谷

②

５
６
３
↓

「広報|よまだ」4月 1日暑において、次のとおり誤

りがありましたので、訂正してお詫びします。

◎けんこうだより rすこゃか」P5

結核レントゲン検診の浜田地区

億呉】 濱野乾魚店前 (瀬戸見町)

【正】 漫野乾魚店前 (瀬戸ケ島町)

◎けんこうだより 「すこやか」Pll

BCC接 種 ・BCC援 種の受付時間

小池医院   【 誤】午後2時～38守

【正】午後 1時30分～2時30分

さいとう医院 【誤】午後 18寺30分～ 28守80分

【正】午後2時～3時

◎くらしのサービスガイドP16

交通事故相談所開設日

億呉】 交通事故相談所浜日支所a② 9324

【正】 交通事故相談所浜田支所奮④9342

広報はまだ :平成16年4月 15日暑

第13回

源田市・豊城田】・旭日】・弥来相・三隅田J含僻協議会

日時 4月 21日 体)午 後 1時 30分開会

場所 弥 栄会館 (弥栄村)

※ ど なたでも傍聴できますので、気軽に参カロして

ください。 (ただ し、会場の都合llより、信聴で

きない場合もあります。)

問い合わせ先 市 町村合併推進室 (谷内線 336)

正丁こ
】】ロ

県
内
で
、

市
役
所
職
員
の
名

を
か
た
り
、

電
話
で
戸
籍
調
査

を
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

浜
日
市
で
は
電
話
で
戸
籍

内
容
を
お
聞
き
す
る
こ
と
ほ
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。



ご
み
策
の
再
け
扱
い
を
安
更
し
ま
す

新
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、

需

要

の
見
込
み
が
甘
か

っ
た
た

め
、
３
月
の
下
旬
任
品
薄
状
態

と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
深
＜
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

そ
の
後
、

不
足
の
解
消
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、

不
燃
ど
み

中
袋
、

事
業
所
ご
み
袋
は
、

品

薄
で
皆
さ
ん
の
手
に
渡
ら
な
い

こ
と
が
者
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
み
袋
の
取
り
扱
い
を
変
更
し

ま
し
た
。

急
な
変
更
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し

＜
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
浜
田
市
指
定
以
外

の
透
明

袋
、

レ
ジ
袋
で
の
排
出
ほ
で
き

ま
せ
ん
。

※
　
事
業
所
ご
み
は
、

ご
み
袋
に

「登
録
番
暑
」
お
よ
び

「事
業

所
名
」
の
記
朝
の
な
い
も
の
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

環
境
課
　
（な
内
線
２
５
７
）

平
蔵
１６
年
度
福
祉

タ
ク
シ
ー
券

・
パ
ス
券

を
交
付
し
て
い
ま
す

交
付
対
象

・
勇
体
障
害
者
手
帳
１

・
２
級
を
受

け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～

３
級
を
受
け
て
い
る
人

交
付
枚
数
　
１
３
、
２
０
０
円
分
の

タ
ク
シ
ー
碁
ま
た
は
バ
ス
券
を
一父

付
し
ま
す
。

交
付
限
度
額
以
内
で

あ
れ
ば
、

両
方
の
券
在
組
み
合
わ

せ
て
一父
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券
　
５
５
０
円
／
１
枚

・
バ
ス
券
　
１
０
０
円
券
、

５０
円
券

※
　
た
だ
し
、
１
月
１
国
以
降

（平

成
１７
年
１
月
１
日
～
平
成
１８
年
３

月
３‐
日
）
の
交
付
額
ほ
半
額
の
６
、

６
０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
期
間
　
４
月
１
日
閃
～
平
成
１７

年
３
月
３‐
日
休

申
込
方
法
　
健
康
長
寿
課
に
印
鑑

・

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
平
成
１５
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券

・
バ
ス
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

券
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
の

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
４
月
以
降

も
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平

成
崎
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

・
バ

ス
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
障
害

者
福
祉
係

（査
内
線
１
５
５
、
１

６
９
）

マリンレジヤー安全推進旬間
4月 26日(月)～同年5月 5日 (水)

「自分で守つて海を秦しもうJ

|
|

浜日海上保安部では、マリンレジャー活動が活発にな

り始めるゴールデンウイーク期間中を「マリンレジヤー

安全推進旬間」として、マリンレジャー事故に伴う死

亡 ・行方不明者の減少在図るため、次のとおり安全対策

を推進します。

(1)プレジャーボー ト乗船者の遵守事項
・発航前の点検の実施 (燃料や牙イルの点検、気象情報

などの収集)
・常時適切な見張りの実施
・救命胴衣/~3どの着用 (12歳未満の子どもほ巻用義務

があります)

(2)釣り愛好者の遵守事項
・ライフジヤケットの着用
・気象情報等の早期入手
・釣り|ま2人以上で行くこと

また、ホームページで気象そのほかの安全情報を提供

しています。
http://www kaihO mlit go jp/08kanku/11amada/

1間
投畠亀主榛安部警備救難課救難係 (a② o771)1戦呂館二凍安擢徹鰊剛系●②m l

榊品出‖
■
■
■
■

計画表訂正のお詫ぴ
すでに各家庭に配布 した 4月 からのごみ 。し尿収

集計画表に誤字 ・脱字がありましたのでお詫びして

訂正します。

訂 正 箇 所 旦

（
正

表紙 浜 日市市民憲章(1行 日) わたくちをち わた<し たち

表紙 浜 日市市民憲章(2行 日) 豊 な 豊かな

6月 カ レンダー部余白

(水道週間記動欄内)
ウイスル ウイルス

3月  収 集運搬業者一覧

(農)大元養豚組合

(農)大元養豚組合

(※動植物性残

溶に限る)

0静 脈セ
‐/ター

(※動植物性残

溶こ限る)

0静 脈セツター

家電4品 目がいらな<な つたら

(6イ子目)
行される 発行される

問い合わせ先 環 境課 (a内 線 257)

広報|ままだ :平成16年 4月 15日暑   10
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始
ま
る
展
覧

ア
ー

マ
に
し
た

外
で
活
躍
中

多
様
な
写
真

二
十
ク
な
梅

小
学
生
を
撮

『
男
子
』
に

ギ
ー
が
凝
絹

間

″が
生
き
生

い
き
や
、

日
船圭識
卜に
た粛

作
品
。

コ

ど
、

写
真

鮮
で
す
。

題
材
に
し

。
展
示
室

っ
た
女
性

す
。

彼
女

点
が
あ
る

不
室
で
ご
自

だ
さ
い
。

は
、

写
真
か

く
る
作
家

で

な
免
度
か
ら

そ
の
写
真
を

の
形
を
構
成

男
大
以
上
の

大
き
さ
な
の
で
迫
力
満
点
で
す
。

以
上
の
４
人
に
よ
る
多
様
な
写
真

表
現
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
展
覧
会

で
す
。

ぜ
ひ
曽
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

『
ソ
コ
ニ
ナ
ニ
ガ
ミ
エ
ル
？

―
写
真
を
め
ぐ
る
４
の
表
現
』

会
期

４
月
１７
日
働
，
７
月
１１
日
０

観
覧
料

　

一
般
４
０
０
円
、

高
校

・
大
学
生

２
０
０
円
、

小

・
中
学
生
１
０
０
円

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
参
加
者
募
集
―

山
日
佐
保
子
さ
ん
の
立
体
作
品
を

み
な
さ
ん
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

写
真
撮
影
と
工
作
の
両
方
の
楽
し

さ
が
味
わ
え
る
活
動
で
す
。

ゲ
ス
ト
　
山
田
佐
保
子
さ
ん

日
時
　
５
月
２
日
個
　
午
前
１０
時
～

午
後
３
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
※
低
学
年
の
場

合
は
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
１０
人
程
度

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円

※
　
４
月
１５
日
閃
よ
り
受
付
開
始
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

（ａ
０

８
４
５
こ

と

―

―

―

|
|
|

世
界
こ
ど
も
美
術
館

を
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
へ
ん
て
こ
距
ホ
諏
》

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
木
で
牙
リ
ジ
ナ

ル
の
植
木
鉢
を
つ
く
り
ま
す
。

◎
５
月
１
日
側
～
５
日
側

材
料
費
　
１
人
３
０
０
円

《
総
の
具
で
染
め
よ
う
》

和
紙
に
絵
の
具
を
に
じ
ま
せ
る
と

す
て
き
な
模
様
が
で
き
る
よ
。

◎

５
月

８
日
働

・
９
国
０

。
１５
日

働

・
褐
日
ロ

材
料
費
　
１
人
１
０
０
円

《
ホ
で
つ
く
る
う
》

の
こ
ぎ
り
や
か
な
づ
ち
を
使
っ
て

本
工
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎

５
月

２
日
働

・
舞
日
０

・
郷
国

働

・
働
日
０

材
料
費
　
１
人
１
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
～
４

時
ま
で
の
活
動
で
す
。

参
加
希
望
者

は
、

当
日
受
付
で
午
後
３
時
３０
分
ま

で
に
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
利
用
ほ
受
け
付
け
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
の
休
館
日

（丹
曜
日
）
１０
Ｂ

一
▼
日

・
２４
日！
・

ｉ
３‐

日

　

！　

！
　

！

Ａ振
替！
休
館
）
６
■
附
≡
子
酎
ｔ金＞！！

広rF xはまだ :平成16年4月 1 5日暑



「平
成
１６
年
度
女
性
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

教
室
」

□

毎
月
第
２
土
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

□

国
府
公
民
館

⌒同
｝
勺
人

日

年
会
費
３
、
０
０
０
円

（５
月

分
か
ら
。

そ
の
ほ
か
教
室
の
内
容

に
よ
り
実
費
徴
収
の
場
合
あ
り
）

内
容
　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、

中
国
茶

の
入
れ
方
、

上
手
な
話
し
方
勉
強

会
な
ど

初
回
　
４
月
笏
日
０
　
弥
栄
村
山
菜

取
り
と
山
菜
料
理
ツ
ア
ー
（年
会

費
と
別
に
参
加
料
２
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日
　
４
月
２
日
閃

「天
然
酵
母
を
使
っ
た
パ
ン
教
室
」

□

毎
月
第
２
金
躍
日

午
前
１０
時
～
正
午

講
師
　
千
代
延
美
智
子
さ
ん

□

国
府
公
民
館

⌒同
｝
‐５
人

圃

８
０
０
円

冊
Ｗ
岡
〕

国
府

公
民
館

（谷
④

ｌ

２
７
０
）

浜田市の人口
(3月末現在)

‐腰いわ―‐‐
||(前1月比Ⅲ84)
男| |■?1,904本‐

‐

| (前 月ルr256)

女|1 24239人 |
|(前月七ヒ・228)

平
成
１６
年
度

県
立
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上

を
図
り
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
を
目
的
と
し
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

【
一
般
の
部

（前
期
こ

５
月
姥
日
側
～
１０
月
８
日
０

【少
年
の
部

（通
年
こ

５
月
１１
日
側
～
平
成
１７
年
３
月
１８

日

金

指
導
者
　
県
立
体
育
館
職
員
、

委
嘱

講
師

⌒側
）
一般
５
、
２
０
０
円
、

高
校

・
大
学
生
３
、
４
６
０
円

中
学
生
以
下
２
、
５
７
０
円

受
付
期
間
　
４
月
１８
日
０

午
前
１０
時
～
４
月
笏
日
０

※
　
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

簡
Ｗ
∩
〕
県
立
体
育
館

釜
小
川
町

東
公
園
内
　
ａ
④

ｌ
２
０
１
）

電
化
キ
ッ
チ
ン
体
験
ク
ッ
キ
ン
グ

（倒
）
４
月
１９
日
働
、

２
日
内
、

グ
日
側

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

□

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
４
階

料
理
教
室

□

開
催
固
ご
と
に
定
員
と
な
り
次

第
締
め
切
り

日

無
料

□

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
　
工

ネ
ル
ギ
ー
営
業
担
当
（奮
②

ｌ
３

２
０
）

※ 親子よ6,910円です。

[少年の部 (通年)]

※ 親 子で9,OC10円です。

●体操競技教室は、実技認定が必要です。

[一般の部]

コース 教 室  名 躍 日 時  間 募集対象 定 員 開講日

体
力

つ
く
リ
コ
ー
ス

のびやか3B体 操 火 午前10時  ～ 11時311分一 般 女 子 卸 5/18

軽スポーツ 火 午後2時  ～ 3時的分 45才 以上男女 4 0 5/18

ェアロビックダンス 火 午後7時∞分～80寺50分 高校生以上女子 5/18

フォークダンス 水 午後7時  ～ 8時50分 高校生以上男安 5/12

さわやかレデイース 木 午後1時卸分～3時 一 般 女 子 5/13

ヘルスアップ 木 午後7時  ～ 8時的分 一 般 男 女 郷 5/13

レクリエーシヨンバレー 金 午後7時  ～ 8時50分 一 般 男 女
7 0 5/14

ンェイプアップ 土 午前10時  ～ 11時30分 一 般 女 子 5/15

ソフトテニス(朝) 火 午前10時  ～ 正午 一 般 男 女 5/18

競
技
コ
ー
ス

卓球・ラージボール卓球 火 午後1時30分～3時釣分 一 般 男 女 砲 5/18

ソフトテニス(夜) 火 年後了時  ～ 8時50分 高校生以上男女 ∞ 5/18

テニス(水) 水 年後了時  ～ 8時50分 一 般 男 女 5/12

※バ ドミントン(木) 本 年後7時  ～ 8時50分 小学4年以上男女 5/13

テニス(金) 金 午前108寺  ～ 正午 一 般 男 女 5/14

バドミン トン(金) 金 午後10寺30分～3時30分 一 般 男 女 5/14

卓球(金) 金 午後7時  ～ 8時50分 高校生以上男女
7 0 5/14

教 室  名 躍 日 時  間 募集対象 定 員 開講日

体操(中 ・高) 火 午後4時 30分～6時 30分 中学・高校生男女 5/18

新体操 火 午後4時 30分～6時 30分 小学校4～中。高女子 卸 5/18

体操競技 火,水 午後4時 30分～6時卸分 J 学ヽ 生 男 女 男女各10 5/18

卓球 水 午後4時 31D分～6時 小学校4～6年男女 5/12

バドミントン 本 午後 5時   ～ 6時 30分 小学校4～6年男女 5/13

スポーツふれあい広場 本 午後4時   ～ 5時 小学校1～3年男女 1 0Cl 5/

体操 本 午後 5時    ― 側寺30分 小学校2～6年男女 ∞ 5/ 3

バスケットボール 金 午後5時   ～ 6時釣分 小学校4～6年男女 5/ 4

※親子 トレーニング 金 午後2時的分～3時卸分 親 と 子 1 組 35孫目 5/ 4

つ
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シ
エ
ア
ネ
ッ
ト
は
ま
だ

パ
ソ
コ
ン
講
座

シ
エ
ア
の
人
、

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強

を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

⌒田
▼
講
座

０
４
月
郷
日
０
　
午
前
９
時
～
正
午

「初
め
て
の
メ
ー
ル
」

０
４
月
３０
日
０
　
午
前
９
時
～
正
午

「
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
・
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
を
使
っ
た
案
内
状
」

０
５
月
１４
日
住
　
午
前
９
時
～
正
午

「初
め
て
の
メ
ー
ル
」

０
５
月
囲
日
⑥
　
午
前
９
時
～
正
午

「
ワ
ー
ド
で
作
る
案
内
状
」

申
込
方
法
　
往
復
は
ど
き
に
、

住
所

・氏
名
。年
齢
・開
催
日
・講
座
名
を

記
入
し
て
左
記
住
所
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〔∪
ふ∪

佐
々
木
清
子
さ
ん
企Ｔ
６

９
７
１
０
０
３
５
　
杉
戸
町
２
３

４
５
１
８
　
ａ

（一枚
間
）
②

３
７

６
３
）

小
学
生

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

（田
）
第
１
回
　
５
月
２
日
働

（県
体
）

午
前
９
時
８０
分
～
１‐
時
３０
分

※
　
年
間
２４
回
開
催

□

県
立
体
育
館

・
三
階
小
体
育
館

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
生

年
会
費
　
半副
期
２
、

０
０
０
円

。
後

期
２
、

０
０
０
円

別
途
保
険
料
　
５
０
０
円

指
導
員
　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
指

導
普
及
部
員

※
　
詳
し
く
ほ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
・□

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
導
ｍ

白
瀬
亘
さ
ん

（水
道
部
内
　
奮
内

線
２
６
５
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

（２
級
課
程
）

○
講
義
＝
６
月
２
日
体
～
７

２
日
Ｑ
　
Ｏ
実
習
＝
７
月
５
日

～
７
月
郷
日
側
の
内
、
９
日
間

３０
人

３
５
、
０
０
０
円

（テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

申
込
締
切
日
　
５
月
囲
日
Ｃ
（定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

⌒同
〓
岡
）
美
川
苑
（な
④
０
３
３
０
）

平
成
１６
年
度
調
理
師
試
験

準
備
講
習
会

講
習
期
間
　
５
月

・
６
月

・
７
月

（各
３
日
間
通
算
９
日
間
）

受
講
資
格
　
２
年
以
上
の
実
務
経
験

の
あ
る
人

（集
団
給
食
関
係
ほ
別

基
準
の
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

□□働月署

さ
い
。

）

□

浜
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

日

３
７
、

０
０
０
円

〔同
一
３０
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

）

〔円
二
剛
一
佃
県
食
品
衛
生
協
会
　
浜

日
支
所

（浜
日
健
康
福
祉
セ

ン

タ
ー
内
　
な
④

４
１
４
１
）

Ｍ
Ｃ
浜
日
の

「パ
ソ
コ
ン
チ
ヤ
レ
ン
ジ
塾
」

～
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
つ
く
る
う
～

、
６
月

の
２
回
に
わ
た
り
、

ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
操
作
し

成
し
ま
す
。

５
月
９
日
個
、

６
月
１８
日
個

後
１
時
～
４
時

い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

室１０
人

（申
込
多
数
の
場
合
は
施

）者
　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
お
よ
び
ワ
ー

ロ
ソ
フ
ト

の
基
本
操
作
が

で

、
原
則
と
し
て
２
回
と
も
参
加

き
る
人

無
料

詳
細
ほ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

＜
だ
さ
い
。

丁
付
市０
一＼
＼
〓誓
て下
い
「〇
⊂
ｏ

一〓
いヨ
Ｆ
Ｏ
【　
」ｏ
＼
一、ヨ〇
丁
∞ヨ
∞
α
Ｏ＼

応
募
方
法
　
４
月
３０
日
０
ま
で

（当

日
必
着
）
に
往
復

ほ
ど

き
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
、

住
所
、

氏
名
、

電
話

番
暑

（あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
暑
、

口
‐

吾

二
）
を
記
入
。

同
〉
同
〕

Ｍ
ｃ
浜
日
事
務
周
　
南
條

さ

ん

（〒
６
９
７

‐
０
０
３
３

朝
日
町
１
４
２
７

「
Ｍ
Ｃ
浜
田
の

パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
５

・
６

月
」
な
②

９
３
４
６

ｍ
‐
ヨ
Ｏ
↓
一
“ヨ
〇
―
↓⊃
ネ
Ｏ
③
一〓
∞
ヨ
一

〇
（
　
」
０
）

生
活
り
八
ビ
リ
教
室
参
加
者

【転
倒

・
痴
果
予
防
コ
ー
ス
】

「
転
び
そ
う
に
な
る
こ
と
が
増
え

た
」
「
最
近
、

物
忘
れ
が
あ
る
」
「
病

気
を
き

っ
か
け
に
意
欲
が
な
く
な

っ

た
」
な
ど
心
当
た
り
の
あ
る
人
、

教

室
に
参
加
し
て
、

身
体
と
脳
を
い
き

い
き
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
５
月
～
平
成
１７
年
３
月

回
数
　
月
２
回

□

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
　
４０
歳
以
上

（た
だ
し
、

介
護

保
険
認
定
者
ほ
要
介
護
２
ま
で
の

人
）

内
容
　
転
倒
予
防
体
操
、

脳
の
元
気

度
チ
ェ
ッ
ク
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、

創
作
活
動
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど

※
　
生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で
、　

一
緒

に
活
動
し
て
も
ら
え
る
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
込
期
間
　
４
月
１５
国
閃
～
舞
日
側

〔円
二
剛
一
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係

（公
内
線
１
５
３
》

※日できプ嬰選□修□午□雇T5

青年海外協力隊十口孫社会青年ボラン宇イ
Fおよぜツlr酬 ,力 FI看募集

募集期間

4月 10固lt)～5月 20園休)

応募資格

◎青年海外協力隊、日系社会青年ポラン

ティア=満 20歳から満39歳 (5月 20日現

在)ま での日本国籍を持つ人

◎シエア海外ボランティア=滴 40歳から

滴∞歳 (派遣8寺)ま での日本国籍を持つ

人

※ 選 者試験など詳孫日ほお問しヽ合わせく

ださい。

資料請求 ・
優∋ 」CA中 国 (独立行政法人

国際協力機構 中 国国際センター)ボ

ランティア係 (〒739-0046 東 広島

市鏡山3-3-l a082-421-6300

口D082-420-8082)
E一ma十1:jicacic― jocv@jica go jp
http://www 」ica go jp
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=応 募先 〔司

=間 い合わせ先



第
１６
回
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
軽
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

今
年
は
７
月
４
日
０
に
県
下
各

地
で
、

県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、

市
民
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
第
裕
回
市
ス
ポ
ー
ツ

・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催
し
ま

す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、

県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
へ
の
浜
日
市
代

表
選
者
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

〔田

５
月
悔
日
０

開
会
式
　
午
前
８
時
３０
分
～

競
技
開
始
　
午
前
９
時
～

表
彰
　
各
種
目
ご
と
に
１
～
３
位
を

表
彰

申
込
方
法
　
５
月
７
日
⑥
ま
で
に
各

種
目
責
任
者
ま
た
は
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
ん
で
＜
だ

さ
い
。

※
　
参
加
時
の
急
病
、

事
故
に
つ
い

て
は
応
急
処
置
以
外
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、

市
民
総
合

賠
償
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□

生
涯
学
習
課

（ａ
内
線
４
５
８
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
回
員

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

ス
ポ
ー

ツ
や
交
歓
会
、

交
流
会
を
通
し
て
健

康
な
心
と
体
を
養
い
、

多
＜
の
反
達

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

成
人
１
人
以
上
の
指
導
者

と
小
学
生
以
上
の
団
員
が
１０
人
以
上

集
ま
れ
ば
新
規
少
年
団
と
し
て
登
録

で
き
ま
す
。

平
成
崎
年
度
の
登
録
事
務
は
６
月

中
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□

○
活
動
内
容
や
申
し
込
み
な
ど

＝
各
団
体
の
代
表
指
導
者

（別
表

参
照
）
、

○
新
規
設
立
に
つ
い
て

＝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（教
育
委
員
会
内
　
容
内
線
４
５

８
）

「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
と
き
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、

み
ん
な
で
知
恵
や

時
間
、

才
能
、

物
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
一父
換
し
、

お
互
い
に
助
け
ら
れ
、

助
け
る
と
い
う
地
域
の
助
け
合
い
の

会
で
す
。

こ
の
会
を
利
用
し
た
場
合

に
あ
り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち
を
物

や
お
金
で
は
な
く
１
枚
の
紙

「地
域

通
貨
タ
ス
キ
ー
券
」
で
渡
し
ま
す
。

感
謝
の
心
を
カ
タ
チ
に
し
た
も
の
が

「地
域
通
貨
タ
ス
キ
ー
」
で
す
。

も

ら
っ
た
人
は
、

そ
れ
を
今
度
は
自
分

が
何
か
頼
み
た
い
と
き
に
使

い
ま

す
。　

助
け
は
い
ら
な
い
け
ど
、

何

か
人
助
け
ど
し
た
い
人
も
、

ぜ
ひ
入

会
し
て
タ
ス
キ
ー
体
験
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日
　
４
月
３０
日
０

（

入
会
方
法
　
申
込
書
を
タ
ス
キ
ー
運

営
委
員
ま
た
ほ
お
や
こ
劇
場

（仮

事
務
局
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ

い
。

※
　
申
込
書
ほ
タ
ス
キ
ー
運
営
委
員

か
お
や
こ
劇
場
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

圃
）
１
年
間
２
、
５
０
０
円
程
度

（保
険
料
５
０
０
円
程
度
を
含
む
）

※
　
１０
タ
ス
キ
ー
と
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス

ト
が
届
き
ま
す
。

第
１
期
実
施
期
間

６
月
１
国
側
～
平
成
１７
年
５
月
３‐

日
火

同

〕

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人

お

や

こ
劇

場

浜

日
・
那
賀
セ
ン
タ
ー

（谷
・⑩
④

６
３
９
６
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
海
岸
清
掃

「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

で
は
、

毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔Ｕ

４
月
勢
日
働
　
午
前
７
時
３０
分

～
　
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
千
昌
苑
駐
車
場

清
掃
場
所
　
国
府
海
岸

※
　
参
加
し
た
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
通

貨

「神
楽
」
（５
０
０
円
相
当
）
を

配
布
し
ま
す
。

衛∪
「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０

人

の
会
」
午

尾

さ

ん

（
な
０
９

０
１
８
２
４
４
１
９
４
２
９
）

種  目 会  場 種目責任者 連絡先 競 技 概 要

年齢別
ソフトテニス

市 庭 球 場 岩本 幸 夫さん
自宅

G② 7486)
35歳以上、45歳以上の男女それ
ぞれのペア

年齢局J
バドミントン

国府体育館 岡本 潤二さん
自宅

④②0601)
ダブルスで年齢、性局Jは間いません

グラウンド・

ゴルフ
陸上競技場 古谷智英昭さん斑

∞
要房郡 届名`」暫称讐認

男

壮年
ボウリング

ボウルジヤック 西谷 凡 人さん
ボウルジヤック

俗②l186)
勺歳以上の男子、女子で個人参加

ソフトバレー

ボール
三階小体膏館 白瀬  亘 さん

市役所水道部

G② 2側2内牌69
安子、男女混合の2部 門

ターゲット・
バードゴルフ

Sれあいセンター 三明 敏隆さん
自宅

G② 1035)
郷歳以上の男子、女子で1国人参加

インデイアカ 周布小体育館 牛尾真由美さん
自宅

G ② 2 4 1 8 )麟明る 軽、そ協|ハ?爆鳥
は`

ラージボール
卓球

県立体育館 後山 敦己さん
自宅

④②1816)
40歳代、50歳代、60歳代の男子、
女子で

~/ン
グルス

団  名 連 絡  先 電  話 練 習 場 所 練習日

長 沢 食」道 渡 辺 哲 彦 a03168 石 見 小 体 育 館 月・木・土

浜 日  食」 道 伊藤 十 三生 aC90 565 石 見 J 体ヽ 育 館 月・木,土

有 福 剣 道 花 手 政 勝 aC02 41 1 有 福  小  体  育  館 水・土

長 浜 剣 道 長 見  邦 南 aの 1070 長 浜 ノJ 体ヽ 育 館 日・木

五 常 会 食J 通 〉可里予  夕子示B aC)4587 荘 心 館 食J 道場 ( 松原 町 ) 月,水・金

上 府 剣 道 市 野 不 養 a ② 1078 上 府 小 体 育 館 木 ・土

浜 日 市 野 球 勝 部  道 徳 ara15 9 0 5 松  原   小   校   庭 土,日・祝

国 府 野 球 金 山  和 洋 a② 2418 日 国 府 中 校 庭 土・日・祝

美 川 野 球 澤 日 功 a ② 1054 農 村 ひ / D ば日・祝

西 部 野 球 河 内 昭 司 a②  0385 周  布   小   校   庭 土・日・祝

国 府 バ レ ー
自 日 徹 a o 1656 国 府 体 育 館 火・士

周 布 バ レ ー 熊谷  一 二三 aC)3364 周 布 J 体ヽ 育 館 水・日

浜日テコンドー 日 淵 俗 aC)0941 右 見 公 民 館 火

浜日テコン ドー 日 淵 俗 a②  0941 周 布 公 民 館 水

浜日テコン ドー 日 淵 俗 a/0941 る 見 武 道 館 金

浜 日 中 央 川 辺 事 之 aCD 4 783 サ ン マ リ ン 浜 日 日(月2回)

雲  雀  丘 岡 本 学 a② 4224 雲 雀 小 校 庭 ・体 育 館 土・日
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ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、

あ
な
た
の
時

間
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

「
ほ
と
ば

っ
ぱ
」
は

「お
互
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
、

助
け
合
い
活
動
の

「輪
」
を

ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

｛岡
）
Ｎ
Ｐ
①
法
人
ほ
と
ぽ
っぱ

徳
日
さ
ん
（
奮
④

０
１
６
０
）

【危
険
物
取
扱
者
試
験
】

期
日
　
６
月
１３
日
個

□

浜
日
市
ほ
か
５
会
場

受
験
資
格
　
甲
種
ほ
乙
種
危
険
物
取

扱
者
免
状
取
得
後
２
年
の
実
務
経

験
が
必
要
で
す
。

乙

・
丙
種
ほ
制

限
な
し
。

日

甲
種
　
５
、
０
０
０
円

乙
種
　
３
、

４
０
０
円

丙
種
　
２
、

７
０
０
円

受
付
期
間

４
月
１４
日
側
～
４
月
２８
日
側

※
　
郵
送
の
場
合
は
、
４
月
舞
日
側

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

つ

受
験
願
書
の
提
出
先
　
側
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

（〒

６
９
０

１
０
８
８
２
松
江
市
大
輪

町
４
２
０

１
１
　
島
根
県
大
輪
町

団
体
ビ
ル
２
階
）

【受
験
準
備
講
習
】

期
間
▲陽
〕
５
月
８
国
側
～
６
月
２

日
側
、

益
日
市
ほ
か
５
会
場
で
各

会
場
と
も
２
日
間
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

※
　
場
所
、

開
催
固
ほ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日

保
安
協
会
会
員
ほ
４
、
５
０
０

円
、

会
員
外
ほ
６
、
５
０
０
円

申
込
方
法
　
講
習
国
の
１
週
間
前
ま

で
に
浜
日
地
区
消
防
本
部
内
の
危

険
物
保
安
協
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
　
試
験
受
験
願
書
お
よ
び
準
備
講

習
受
講
申
込
書
は
浜
日
地
区
消
防

本
部

・
各
出
張
所

・
分
遣
所
に
あ

り
ま
す
。

□

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係

（奮
②

ｌ
ｌ
６
７
）

「就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
」

（春
季
▼
開
催
　
！

来
春
大
学

・
短
期
大
学

・
高
等
専

門
学
校

・
各
種
専
門
学
校
を
卒
業
す

る
人

（今
春
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、

未
就
職
の
人
）
や
県
内
へ
∪
・―
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

県
内

企
業
に
よ
る
面
接
お
よ
び
情
報
提

供
、

公
共
職
業
安
定
所
職
員
に
よ
る

就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

〔円
一
４
月
勢
日
側

午
後
１
時
～
４
時

□

浜
日
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
∩
〕
側
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

（
ａ
０
８
５
２
④

ｌ
３
２
２
）

サ
ン
■
ゼ
ル
ツ
ジ
！慎
田

Ｗ町距滋町Ｈ魂ぱ無料

期
間
　
５
月
３
日
個
～
５
園
体

○
期
間
中
、

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

さ
ん
は
滑
走
料
が
無
料
で
す
。

（た
だ
し
、

貸
靴
料
４
０
０
円
ほ

必
要
に
な
り
ま
す
）

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
リ
ン
ク
内
に
て
米
上
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み

こ

―
今
シ
ー
ズ
ン
の
最
終
日
ほ
５
月
５

日

（こ
ど
も
の
国
）
で
す
。

今
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
ス
ケ
ー
ト
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

ロ

リ
ン

・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日

（な

・

⑩
④
ｌ
３
０
９

n
き
ら
め
き
フ
ラ
ワ
ー

こヽ

一コ
ン
サ
ー
ト

〔田

４
月
笏
日
倒
　
○
午
前
１０
時
３０

分
～
、

○
午
後
１
時
３０
分
～

（各

回
８０
分
程
度
）

□

環
境
ふ
れ
あ
い
館
（ア
ク
ア
ス

う
ら
）

日

無
料

内
容
　
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

曲
目
は
、

春
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
重
謡
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
。

□

県
立
右
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー

（
ａ
①
８
６
０
０
）

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金

へ
　
▽
は

原
町
　
横
山
豊
人
　
▽
熱
日
町
　
矢

野
高
子
　
▽
広
島
市
西
区
　
田
中
大

臣
　
▽
長
沢
町
　
阪
本
紀
幸

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
周
布

町
　
山
根
正
文
　
▽
松
原
町
　
動
木

延
久
　
▽
熱
日
町
　
矢
野
高
子
　
佐

々
木
榮
生
　
▽
浅
井
町
　
飯
日
統
通

▽
国
脚

町

竹
内
直
人
　
▽
港

町

中
島
和
江
　
▽
三
階
町
　
大
僻
ハ
ル

コ
　
▽
相
生
町
　
石
橋
修
　
▽
長
沢

町
　
川
神
清
美
　
▽
元
浜
町
　
原
日

政
敦
　
▽
国
分
町
　
深
野
高
志

◎
自
治
会
な
ど

へ
　
○
竹
迫
＝
▽
浅

井
町
　
飯
日
統
通
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
折
日
悦
子
　
○
唐
鐘
―
＝
▽

国
分
町
　
折
日
悦
子
　
○
相
生
Ｉ
Ｈ

▽
相
生
町
　
沖
本
亜
由
子
　
○
汐
入

＝
▽
熱
日
町
　
山
本
惇
太
郎

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
折
日
悦
子
　
○
周
布
１
＝
▽

周
布
町
　
山
根
正
文
　
○
後
野
４
＝

▽
後
野
町
　
長
谷
川
米
市

◎
福
井
長
寿
会

へ
　
▽
熱
日
町
　
引

地
護

◎
美
川
苑

へ
　
▽
長
沢
町
　
川
神
清

美
　
▽
周
布
町
　
山
根
正
文

◎
桑
の
木
園
へ
　
▽
後
野
町
　
長
谷

川
米
市

◎
市
介
護
者
会

へ
　
▽
三
階
町
　
後

山
ト
シ
ヱ
　
古
谷
マ
ツ
代

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
網
屋

町
　
常
松
美
教
　
▽
浜
日
東
中
学
校

▽
日
脚
保
育
園

◎
公
民
館
な
ど

へ
　
○
美
川
＝
▽
本

郷
中
婦
人
会

◎
夕
陽
ヶ
丘

へ
　
▽
江
津
市
川
平
町

佐
々
本
政
嗣

◎
美
川
苑

へ
　
▽
み

つ
ば

ク
ラ
ブ

▽
大
正
琴
は
っ
ぴ
い
ふ
れ
ん
ず

◎
た
ん
ぽ
ぽ

の
里

へ
　
▽
黒
川
町

江
川
睦
江

◎

つ
く
し
保
育
園

へ
　
▽
佐
野
町

上
岡
多
悪
美

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

▽
熱
日
暉
　
津
枝
シ
ズ
ヱ
　
村
上
値

子◎
府
城
セ
ン
タ
ー
基
金
へ
　
▽
上
府

町
　
佐
々
本
正
和
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臀譜親擦r繰濫キ慈
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③平育て支援謙■亮蓋家庭係(a内紹162・172)

検診 ・教室など 月  日 時   間 場 所 内 栗 な ど 偏 者

乳児健康診査 5月 18日(火) 13100-13:30

子育て支援センター
対象 :平成15年12月生まれ

受診料 :無料

申

十歳6か月児健康診査 5月1 1日快) 13:00-13:30 対象 :平成14年10月生まれ

3歳 児健康診査 5月 20日体) 13:00-13:30 対象 :平成13年 1月 生まれ

健康相談
月躍日と

金躍日

9i30-11:00 子育て支援センター 保育士・栄養士・保健師による相談,身体計演l

13:00-15:00 市役所地階健康相談室 血圧 ・体脂肪演」定、健康相談

断酒会

4月20日快) 19:00-21!00 浜田市民集会所 気軽に参カロして<だ さい。

問い合わせ先

山□源吉さん (a②2495)

※市外の人も

参カロできます。込
　
　
不
　
　
要

5月 4日 映) 19100-21:00 浜日市民集会所

5月 18日快) 19,00-21:00 浜日保健所

ママパパ学級

4月21日は)

10:00-11:30 子育て支援センター

生まれて<る 赤ち やんのための

おもちゃ作り・妊娠中からの絵本 ・

今どきの子育て事1膏

問い合わせ先:③

対象:妊婦さんと

その家族など

※母子手帳を持参

してください

※おじぃちゃん、

おばあちゃん

の参力B 、お待

ちしてます。

5月 19日(水)

健康おやつの作り方 (試食あり)(

妊娠中から守る赤ちゃんの歯の健康

問い合わせ先 i③

禁煙相談日 4月23日Q) 13100-15100 市役所地階健康相談室

・イ固月J本目言炎
・尿に含まれるニロチンの濃度

演J定

料無

①

料

先

談

込

相

申
申

込

必

要

糖尿病相談日 5月 12日(水) 13:00-17:00 市役所地階健康相談室
保健師、栄養士による相談

予約した時間にきてください。

Ｈ
■無

①

料

先

談

込

相

申

かたろう会 4月16日Q) 13130-15:30 健康増進センター(松原町) 脳卒中再発予防教室 申込先:②

※ ヨし児 ・1歳 6か 月児 。3歳 児健診の該当者に|よ事前に1□人通知します。  ※  各 種健診については、市民在対象とします。

1蓼醐 |1隼はふぶ||11鞠す11411臼ヽ
ロ

＞
期

ら
た

か
れ

歳
さ

１
定
＜

指

米■|ツベルクリン反応検査■=● ●||(4月■●月)

※ ツベルクリシ反応検査は々 時間以内に判定しま|す|の|でt必ず車|←や1接種を却すてヽ |,さい|

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

健康なまちづくりに向けて、llf康づくりに関する活動を自主

的に行う団体を募集し、実施する事業に対 して助成します。

◆対象 市 内に所在するおおむね 5人 以上からなる団体 (政

治団体や宗教団体ほ除きます。)

◆内容 助 成する事業ほ以下のとおりです。

事 業 名

体力づくり支援事業 糖尿病予防事業

禁煙、分煙支援事業 循環器病対策事業

食生活支援事業 どん対策事業

心の健康づくり事業 その他健康づくりの推進に

関する事業として市長が適

当と認める事業

アルコール対策事業

歯の健康づくり事業

◆募集締切日 5月 14国⑥

※ 詳 しくはお問い合わせください。

問い合わせ先 健 康長寿課健康推進係 (a内線 164・ 166)

ツベルクリン反応期日 会   場 受付時間 B C G 期 日 会 場 ・ 時 間

4月 21日 lPl) 商 見 公 民 館 18:40-14:10 4月 23日6) 判定およびBCG援 種よ、市内の小児科で個別

に実施します。電話で予約をして受けてください。5月 26日 飲) 浜 日 公 民 館 13:坤Э―/14:10 5月 28日Q)
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